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Inversionに及ぼすSentence-rhythmの影響(そのI)

(Shakespeareの韻文を資料とした統計的処理にもとずく考察）

郎原 田 文
一
一
一

Table l
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orderl order
序 一

－－－－－－－－－

56(37.1％） 95(62.9％）Complement１
’
２
－
３

Inversion(語順転倒）は散文より韻文で比較的自由に

用いられている。一般にShakespeareの文法に関する

今日までの研究のうち，韻文の語順で注目すべきは「韻

文形使用の際の詩人の主観性が非常に大きな役割を演

じ，詩における語順は散文におけるよりも必然的に自由

なものにならざるを得ない」というW.Franzの言葉で
註(1)

ある。

然し，彼はそれ以上韻文の語順には言及せず，散文の

語順についてのゑ記述している。此処で考察しようとす

るInversionは「自由なもの」の一つである。その不規

則さに誰れしも戸惑うところであろうが，だからといっ

て此を詩人の主観性に帰するのは，巧妙な処理の仕方で

あるが，問題の解決に何ら貢献するところが無い。

一般に語順には，修辞的もしくは文体的効果などの諸

要素も作用していて，閑却出来ないところであるが一応

さておき，小論は, Inversionのメカニズムは「首位要

素」 ・ 「主語」 ・ 「動詞」のinterplyと其処に生ずる

「文のリズム」 (Sentence-rhythm)に依存するところ

大なりと考え，それらの項目について正常な語順を含む

語順全体の統計的処理によって，考察しようと思う。

資料として用いたのは，研究社詳註ジェイクスピア双

書のMMs. , Mなγc". , As・ , 1H4． , 2H4. , H5. ,

C"es. , H）"I. , R2. , T"〃． などの10篇である。
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4は「頻度」を時には「否定」をあらわすneverや

seldomなどの場合である。

5はoften,sometimesはなどの普通の「頻度」をあら

わす場合である。

Ex.1. Simpleverb(単一動詞）

1． s-vHo〃加耐がjsforwomentokeep

cOunSel ! (C"es.2.4.9)

v-sE"e"so"o"js""γ〃se"g"γメoftruth

(Me"".3.1.189)

2. s-vT肋"g〃α""4職"C伽","ssio",…/S"e

オ"γ"stofavour…(H"z/.4.5.188-9)

v-sT"goﾒ〃γ"γ＃γes"""Ibyconsent,

(R2.1.1.128)

4. s-vSe〃0"z舵s"z"es, α"as"z"esinsuch

asort(C"es.1.2.205)

v-sNe""""eWWwα"o"inaflood,

(H5.1.1.33)

5. s-vThat"eZyq/rzI)eが〃enemies.

1． 首位要素と転倒率

Inversionは主語以外の文要素で文が始まるとき，起

こるが，正常な語順もまた見られる。ここでは双方の語

順の対立が見られるDeclarativeとExclamativeの

文について考える。首位要素の機能を基準にすれば，

Inversionの全貌は次のようになる。
註(2)
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7. s-vF""/知刀zf〃SCO""fがH"｡αγ"ss加〃

γ〃", (C"es､5.3.49)

v－s〃メ"αノルγ"s"Je"s加〃H""ydie.

(2"4.4.5.241)

8. s-vT〃γ己/bγg1伽"eg"ｵγ”/〃himalong
註(3)

(H"@ﾉ.1.1.26)

v-s SojSA〃〃eSbeatenbyhispage;
註(3)

（ME”"､2.1.35）

9. s-vButaオメ"js加況γメ加加郷Sc伽肋舵幼

itself; (As.4.3.82)

v-sT加獅"sﾒα"メ""SIturn'dintoahart;

(T@"".1.1.21)

10. s-v〃γ”so〃舵s加況〃never“"eto

heaven.(〃な”"､3.5.83)

v－sⅣりα2s〃､〃s/Ilikeitwell: Iweepfor

joy(R2.3.2.4)

Table lから次のことが明らかとなる。

(1)転倒率は首位要素と， 次に来る動詞との間の「密

接度」(Closeness)に比係する｡その順序はFrequency

(orNegative) (75.9%), Complement(62.9%) ,

Frequency(62.5%) ;Manner(54.6%),Place(51.

2%),Object(39.7%),Cause(36.0%),Time(3

4.6％）であるが,Adverbial群を一括して考えれば，

Complement>Adverbial>Objectという順序となる。

(2)Adverbialは最高から最低にいたる広汎な転倒率

を示す。

2． 首位要素の索引力とその共起環境

主語以外の文要素（＝首位要素）が文頭に来るとぎ，

動詞を引きつける力が働く。L.Kellnerはこれを"The

objectplacedattheheadofthesentence"""s the

verb immediatelyafterit, bothbeingintimately

connected.'' (HiS/O""JOz"""eqfE"g"s"Sy""",5

454 ，イタリックスは筆者）と言っている。 Sweet の

"InOld-Englishcertainadverbs"""theverb

afterthem,sothatitprecedesitssubject."(jV.E.

G. ,Ptl91807, イタリックスは筆者）という言葉も参

考になる。引きつける力を「索引力」と呼ぶならば，首

位要素と動詞との間の「密接度」を左右する要因の一つ

は， 「首位要素の持つ索引力」に存すると考えられる。

然しこの索引力はいわば潜在的エネルギーのようなもの

であって，環境に応じて充分に発揮されるし， また抑制

されもするのである。さて此処でいう環境とは，首位要

素と共起関係にある「動詞の種類」 ， 「単一動詞」

(T"". 3.1.136)

v-sAndnonecontented: sowze""es"nzI

king; (R2.5.5.32)

6. s-vSo9"jじん6"g〃メ〃"gsco"zeto

confusion.(MMS､1.1.149)

v-sTMsdieI,thus,thus,thus
註(3)

(IMﾒ.5.1.305)

7. s-vTill加加γas"ess舵〃eburied.

(H5.3.3.9)

v-sH"ecowzesメ"e"e"2ﾉyiss"eqf""

H"γが: (2H理.5.2. 14)

8． s-vT"efaib""y"ze"加加ise"zα"esmenot
註(3)

sad.(Mg7℃"､1. 1.45)

v-sHewassosuffer'd: soc""zeIawidow;

註(3)

(2H4.2.3.57)

9． s-vFor伽メα”0"Z〃αgoI"e"#fromhence,

(T"".1.2.31)

v－sⅣb"s"sメ加加加afair,andwe

willaboard． (H5.2.2.12)

10 s-vAnd""〃肋αオ0〃s"e"e電"sking

Richarddown.(R2.3.4.89)

v－sW"んα允況／オ池加γ'S〃α"zgs#@WIthy

throat; (IMJ､1. 1.44)

Ex.2. Phrasalverb (助動詞十動詞）

1. s-vS"〃〃zO7'ejboJIs加〃α""''

(Me7℃".2.9.73)

v-sA"zj"畑gγ〃gα"ge/s〃〃7"ysis/"be,

(H"J.5.1.264)

2． s-vO"γ""osesGodjustly〃αｵ〃

"sco""'d; (H5.2.2.151)

v-sHi"z""Itearoutofthatcrueleye,

(T"".5.1.130)

4． s-vFor"g"eγオ”0s"c〃〃"g"り岬sd"co"""。

(H5.1.2.24)

v-sAnd"gzﾉ”伽〃Iriseupfromthe

ground(R2.5.116)

5. s-vYetQ/re""7fzes"dojん，γgse"/harsh

rage, (1H4.3. 1.183)

v-sTz"jCed〃〃eturnhisbackandproposed

so; (As.4.3.128)

6. s-v lfollow'dfast,but fizs/eγ〃ed"/Zy;

(MMs､3.2.416)

v-sF"""0"〃Igotomeetthearchbishop,

(2H斗.2.3.65)
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(Simpleverb)型式と「助動詞十動詞」(Phrasalverb)

型式の別， 「単一動詞型式に於ける文要素の数」 ，

「転倒語順のために起る思味の暖昧さ」などである。

3． 「助動詞十動詞」型式と首位要素の索引力

舵はForm-wordのもとに帰属せしめられるし，叉
註（4）

Copulative verbも，本来の意味が希薄化し単に「つな

ぎ」の役割を果す点では, Form-wordに近接せる動詞

であるから，一般に定形動詞が｢Form-word及びそれに

Tablel

ー－－－－－－－－－－

Simple verblPhrasal verblAverage
-－

－－－－－－－－－－－－－－一一一一
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8/35 （22.8％） 20/41 （48.8％）Cause 35.8％

34/145（23.4％） 45/83 （54.2％） 38.8％Time

43/186（23.1％） 67/142（47.1％）Others ' 35．1％

'331/,28(384%)'3う4/65! (543%ル63％TOTAL

既に例文としてあげたEx.1．Simpleverb(単一動詞）

型の転倒率と,Ex.2.Phrasalverb(助動詞十動詞）

型の転倒率との間には，極めて歓然たる差異が見られ

る。 （上表参照）

さて, InversionをI.E・ (Initial element)x-Vy-Sz

と表わし，双方の転倒型式の差異を見れば， xとZに

関しては無視出来ない程の違は認められない。然しy

に関しては，そうは言えない。則ち

{潔鵜･蹴驚¥孟柵陰
のように，前者では，その内容が多様化するのに反し，

後者は常に一定である。此の差異が転倒率に反映して，

Complementの場合を除き,他の首位要素では後者が軒

並承に前者より高い転倒率を示すことになる。此処か

ら，次のようなことが言える。

(1)定形動詞(Finiteverb)として,助動詞が用いられ

る時は，一般に転倒率が高まる。

(2)Simpleverb型式では, Complementを伴うと，

高い転倒率を示す。従って,定形動詞がCopula6g及び

Copulativeverbとである時も転倒率が高まる。

(3)結局，上述の(1)． (2)を綜合して，助動詞とCopula

近接せる動詞である時は転倒率は高まる」と言える。

以上のことから，先に漠然と考えた「首位要素の索引

力」というものを，各首位要素に見られる, Simple及び

Phrasalverbの平均転倒率(TablelのAverageのパー

セント）に相当すると仮定すれば，それが実際に結合さ

れる動詞の種類に応じて，異なる転倒率となって現われ

ると説明されよう。各々の首位要素の索引力は，

Complement(57.8%)>Adverbial(45.5%)>Object

（38.5％）という順序になる。

4． 「単一動詞」型式の転倒と動詞の種類

定形動詞として, Form-wordの動詞が用いられる

ならば，転倒率は高まると述べた。では,逆にFull-word

の動詞が用いられる場合はどうであろうか。今Full-

wordの動詞を, Copula舵と助動詞以外の動詞全体と

限定して考える。 Form-wordに接近度の強い動詞を最

左翼に置き,動作･状態が二者にかかわるものを表わす動

詞を，最右翼に配すれば, Full-wordの動詞群は次の

ような線状の連鎖になる。
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Table m

i伽W評“ Ⅲ噂Ⅲ ㈹”
首位要素

｜ ‘鼎． Ⅷ｡銘。 “， ，” “，動詞の種類

and and

Copulative State Action

verb一一--Transitive Passive-lessP'

Pureintransitive verbwithouttransitive tr

verb object verb v(

Passive-lessPu

1
re

transitive transitive

verb verb
ー一一一一

TranSitive verbIntransitive verb

αγがz少〃es, (2H恥.4.1.151), .･･there/"eα〃"cs"s,

(R2.3.2.162) ,…andhere"y伽"ｵ"ss""",

(Qzes､3.1.205)

(3) Adv-V-Sv-s:OffgDes"jS加""eメ…(R2.1.

4.31) ,Afterhimc""ze…/Ag惣刀"ellzα",…(2H4.

1.1.36-7） ，…fromFranceαγγj〃ed"z"e""'y

"α". (H5.4.8.131),Overwhoseacres"α晩，α

ｵ肋se6/essedjbe/(1H4.1.1.25) ; s-v:Forouto'

doors"ez"e"ｵ…(HM.2.1.99),Andtotheskirt･･･

舵cα加e ; (As､5.4.165)

CopulativeverbはいうまでもなくForm-wordでは

ないけれども，本来の意味が希薄化して単に「つなぎ」

の役を果している点では, Copula6gと同一の機能を

もつ。従って最左翼に置かれる｡次に｢存在･漠然とした

状態」を示すbe,remain,stand,lie,sitなどの動詞

が来て，その後に「運動・動作」を意味するgo，come

arrive,walkの一群が続く。 non-existenceとの区別か

らの承，その意味が理解されるbe(=exiSt)は，

Phenomenalityに乏しく, Copulabe との距離は紙
註(5)

一重であるから,完全自動詞の先頭に立つ。be(=exist)

に多少なりとも動作性が加わると，その存在のしかたが

特色化し， 「状態」を意味する領域に入る。此と「運動

・動作」を表わすgo, comeなどの区別は明瞭である

けれどもsleepなどは動作に近い｢状態」に位置して，

その境界は微妙である。然し此処では厳密な区別はさほ

ど重要ではない。なぜなら，動作性の増大に伴って，

転倒率が如何に変化するかを示すのが， 目的だからであ

る。自動詞の最後は，他動詞の領域との近接度から， 目

的語の省略より自動詞に分類されるものが置かれる。他

動詞では，受動態を作れない動詞が， 自動詞領域に近い

ので最初に配される。連鎖の最後は，受動態の作られる

純粋な他動詞で， しめくくられる。

Ex.

(4) Adv-V-S v-s:ThussqjIs"@y腕"g; (H5.2.4.

120),sojbzjg""e"06JeDoz4gltzs: (2H斗.1.1.77) ,

sincethemiddlesummer'sspring,/〃ｾｵ”g…(〃〃S.

2.1.82-3),Sos""jIss"elevelinherhusband's

heart: (Tz(ﾉe/f2.4.32) ; s-v:Why,now"〃妙”た

/Likeagoodchild…(f伽ﾉ.4.5.147-8),Therefore"g

"zee/notnow.(旧4. 1.1.30),Uponmysecure

hour"y""cJes/o/e,( "zﾉ.1.5.61) ,…stillメ加況

7"jS/α舵s/, (〃7ds､3.2.345)

(5) O-V-Sv-s: Someheavybusiness〃ｵ〃”2Jノ

Jo7tfinhand,(1H4.2.3.66),Suchtricks加地sﾒ”"g

伽αg伽α"0", (Mids.5.1.18),Toomuchofwater

伽str肋",…(H)W/.4.7.186) ; s-v:O,whata

goodlyoutside危ﾉSg"oo泓加/〃 ! (M"℃". 1.3.103) ,

Hisfaceメ加郡〃as/，…(R2.2.1.176)

(6) O-V-Sv-s: Thehopelessword…/B''"ﾒ舵

I…(R2.1.3.152),Theotherpart 7'eS"""I

byconsent (乃湿､1.1.128),Thisbittertaste/YYe"

"se"g'oss""zg"js…(2H4.4.5.79-80),Thelast

leave…/α舵s7"yz"e""zgaye. (MyﾋﾒS.1.2.74); s-v:

NotHermiabutHelena Iん"e: (〃〃s､2.2.113) ,

NotAmurathα〃A"z"γα幼s"cceerZs, (2H4.5.2.48) ,

Butwhethertheybeta'enorslainz"e"""not

(R2.5.6.4)以上の各項に於ける転倒率は

(1)C-V-Sv-s: The uglier see加オ"e cIoz"Zs...

(R2.1.1.42) ,ButOhowvileanidol"o"es/〃s

gひa! (T"e".3.4.399),Uneasy"esオ"e"e"d...

(2H4.3.1.31) ; s-v:Howlikeafawningpublican

"eん0"s! (MM"c".1.3.42)

(2)Adv-V-Sv-s: Inyourlord'sscaleis""〃"9

6"ﾒｶ航s", (R2.3.4.85),AndwithhimαγeZ"eLo"

A勿獅e"e,…（乃舩.3.3.27),Forinhistomb"e"zy

q"bc伽"S; (2H4.5.2.124) ,Fornows"sE"ecrα"0〃

... (H5.2.Prol.8) , Insuchanight/S/OodDj伽…

(MなγC".5.1.9-10);s-v:Atmytent/T"gDO"gftzs

js; (旧斗.5.5.22-3),For, 1o!withinakeno"γ
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transitiveverbの異常に高い転倒率は説明出来ない。

ウェステルンは「語位転換は意味の誤解の生じない場合

に限って行われる」というが，意味の正確な理解に不
註(9)

可欠な主語の認定では， (1)～(4)の間に難易度の差はな

い。然し，それらの間には厳然たる転倒率の差異が存在
註⑩

する。従って意味の不明瞭さは転倒率を説明する原則と

はなりうるが， カバー出来る範囲は極めて限定される。

普遍的原則は, Inversionのうちに見出される定形

動詞の「意味の軽重」 ，及びそれが用いられている文脈

から看取される「動詞の本来の意味の希薄化」にもとめ

られよう。助動詞・CopulabeなどのForm-wordは，

文法上の機能を果すにとどまり，意味を担う役を果すわ

けではない故に，その意味は軽い。 (1)Copulativeverb

は，動詞本来の意味が多少とも「希薄化し」，叙述の中

核が補語（述詞）に移動しており, Copula舵とおなじ

く連結の役目を果すだけである，故にその意味は「軽

い」。次の(2)be(=exist)は, Copulabeとの距離は

わずかであり,此処に属するlie,sit,standなども,原

義は若干止めておるものの，漠然と状態をあらわし，

be(=exiSt)に置換されても意味は殆んど変らない，

故に此等も「軽い」といえる。然し，状態を表わすとい

っても,Nowメ"""ethearmours,…(H5.2.Prol.3),

Tothelatterendofafray…／岡ﾒsadullfighter

(1H4.4.2.85-6)のような場合,動詞の意味は重要であ

って，軽いとは言えないときもある。 (3)go,come"

walkなどの運動を示す動詞は,Imustawayのように

省略が起こることから見て，軽い意味の動詞と判断され
註伽

る。然し，一方にはinthedark/Gmbeltofind･･･

(H"zJ､5.2.13-4), Thens"Ifromherbum,･･･

（〃ｿds.2.1.53)の様に重い場合も沢山ある。

(4) Transitiveverbwithoutobjectは,ThussWs

myking; (H5.2.4.120)に見られるs"jJsの場合は別

として，他はすべて「重い｣。 (5)have動詞は,O.E.D.
註⑫

の言葉を借りるなら,A""egﾉg"ze"/qf""伽"0〃

（助"e,B.Signification) の機能を果す，従って「軽

い」。 (6)Puretransitiveverbの動詞については，

Thelastleave…/α"esmyweepingeye.(MMS.1.2.

74）にみられるtakesは比較的｢軽い」と言える(Cf.R.

W・Zandvoort:AH""dZ)00"qfE"gWS"G"""@αγ,58

6）が，他の大部分の動詞は，叙述構造の中心的役割を

果して，その意味は「重い」。結局，先の「動詞群の連

鎖」を左端に進めば，その意味は「軽く」，従って転倒

率は増大し，逆に右端に向って進む程， 「重い」動詞の

TableW

:鑑職""""動詞の種類EJ卿壷畷鮖乏22(1%|622%',3" ！%
となる。此を先に述べた首位要素の索引カー

Complement(57.8%),Adverbial(45.5%) ,

Object(38.5%)－と比較すれば，やはり此処でも，

結合される動詞の種類に応じて，増減することが明らか

である。

則ち, (1)Copulativeverb(+15.5), (2)Purevi.

ofbeingandstate(+5.1), (3)Purevi.ofmotion

andaction(+1.1), (4)Transitiveverbwithout

object(-22.7), (5)Passive-lesstransitiveverb(+

24.0), (6)Puretransitiveverb(-22.1)という索引

力との落差が，動詞の種類によって転倒率が影響される

ことを，端的に示している｡Adverbialのもとに起る転

倒率が， (2)＞(3)＞(4)という順序になることから， 「動作

性の増大」と「他動詞領域への接近」に応じて，それが

低下するといえる。Objectのもとに起る転倒率は，

(5)＞(6)という順序になるが， (5)に見られる動詞は具体的

にはhaveだけであって,0.E.D.の言うように｢動作」

を表わすのではなく，主語と目的語との「静的な関係」

を示すにとどまる，従って， 「動作性が増大し純粋な他
註(6)

動詞になる」に応じて，転倒率が低下するといえる。

さて此等のFull-wordとForm-wordとの関係は，先

に設定した「動詞の連鎖」 (TableⅢ参照）の左端に，

Form-wordである助動詞とCopula6gが位置する。

かような連鎖を想定すれば, Inversionにあらわれる定

形動詞はすべて包含されることになるので，極めて概略

的にいえば,転倒率は定形動詞がForm-word及びこれ
註（7）

に近接せる動詞ならば増大し，逆にそれから遠ざかって

，純粋なる他動詞へ接近するに応じて減少することにな

る。

ところで，此の傾向は何を意味するであろうか。一つ

にはInversionの結果生ずるかもしれぬ「意味の不明

瞭｣さに関係がある｡榊僻な他動詞(Ex.(6)参照）を見ると

， 「格変化」より又「数の一致」より主語の認定が誤り

なく行われる場合が普通である。それ以外は，意味の暖

昧さを生ずる可能性があるから，転倒率が低くなるのは
註(8)

当然である。 (Cf.JesperSen,ESse"伽JsQfE"g"s"

G"加沈αγ,10.31) 然し(4)TranSitveverbwithout

objectの異常に低い転倒率と, (5)Passive-less
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数が増し，転倒率が低下すると説明されよう。

5． 文要素の数と転倒率

Simple verb型式の転倒率は文要素の数に左右され

る。各々の首位要素について， 3つの文要素， 4つ（以

上）の文要か素らなる場合を比較すると右の表になる。

TEbel V

項目もあって速断は慎むべきであるが， とくに， 5，6の

項目の比較から，殆んど文要素の増加に影響されないこ

とがわかる。 （次表参照）

TableW

| SimpleverblPhrasalverb
' !/3(333%)' !/4(250%）, Ic-v-s-(v)-o

l3elements 4elements

21O_V_S_(V)_C l O/,(0%)| !/2(50%)' 84/'28(653%) ｜ ｣/3 (333%）
31o_v_s_(v)_o | O/4(0%)| 6/,0(60%)0/1 （0％）

30/90（33.3％）
0/4 （0％） ’ 0 1 1/1(100％）4,O-C-V-S-(V)
27/108(20.5％）

182/362（50.3％）
30/227(13.2％） '27/108(20莞)|11/23(47.8%)51Adv_V_S_(V)_C

61Adv_V_S_(V)_O<S|30/227(旧莞)|旧2/240f55.0％）1，2の例は少ない故に，速断は慎まなければならない

が,大体の傾向として,後者の転倒率が著じるしく低い･

Ex.

1. C-V-S-Ov-s:Mad""Iit;…(H"ﾉ.2.2.9

3) ; s-v:Forsoメ〃ss"eqfo"γ〃o"""07M

es/eewz'dhim(恥〃.1.1.85)

2．1 ． O－S－V-C: Asthistheirjanglingres/eel"

asport.(〃〃S.3.2.353)

2．2 ． O－S－V-O: Partofyourcares""gi"eme

(R2.4.1.194) ,

･･･theherbIs"ez"'dtheeonce: (MMs.2.1. 169)

3.1.Adv-V-S-Cv-s: FromAthensis""

加況seremotesevenleagues; (j"dS.1.1.159) ,

Nowisｵ加オ〃0"e"eSseJfullofgrief,(C"eS.5.5.13);

s-v：…ingore舵/の’ insteep'd(H5.4.6.12)

3．2． Adv-V-S-Ov-s: Thenオ""""edown

himselfandtheirlives(2H4.4.1.127),Witha

foultraitor'snames"〃Ithythroat; (R2.1.1.44);

s-v: AgainsttheCapitolI'""alion,(C@zes.1.3.2

0）さて,Adv-V-S-C(O)の首位要素の索引力は,45

.5％であるから， これらの転倒率は理論的には，若干の

過不足はあれ,それに近い転倒率を示す筈である｡然し実

際は， 20.5％， 13.2％であって，予想転倒率よりはるか

に下る。此は文要素が一つ増加した点に，その原因があ

る｡Poutsmaは "Inversionisfrequentinsentences

openingwithanadverbialadjunctorclause, but

containing"oo"eCt,…"(イタリックスは筆者）と言
註⑬

っておるが, Complementを含む，一般的な文要素の増

加についても，適用されよう。

一方Phrasal verb型式の転倒率は，頻度数の少ない

Ex、

1．C－V－S－V-Ov-s:Embowell'd""ノIseethee

byandby: (1H4.5.4.109) ; s-v:Ay, fashion""

加ayaz"it; (Hw@ﾉ.1.3.111)

2.O－V－S－V-Cv-s:Andnothingc"""gcall

ourownbutdeath(R2.3.2.153) ; s-v:…forwhat

Ispeak/My加勿s加〃沈α〃ggood…(R2.1.1.36-7)

3.O-V-S-V-Ov-s:Thisstorys〃α〃メ舵gひCa

"α〃teachhisson; (H5.4.3.56) ; s-v:For

competanceoflifeI""α"O"you, (2H4.5.5.71)

4.O-C-V-S-V:TenthousandScots,…/Balk'd･･･

"dS"Wifz""see(1H4.1.1.68-9)

5．Adv-V-S-V-Cv-s:Then”"sオメ"gJE"be

merciful. (Mどγc".4.1.182) ; s-v:Andyet"況γ

"""scひ"汚彦加娩比g"assugar,(R2.2.3.6)

6.1Adv-V-S-V-Ov-s: Andfromhiscloset加肋

"edragg'dhim: (H”ﾉ.4.1.35) ; s-v:AndnowI

"j〃〃"c/α”asecretbook,(1H4.1.3.188)

6.2Adv-V-S-V-O-Cv-s:Thus"dIkeepmy

personfreshandnew; (1H4.3.2.55) ; s-v:Yet""

棚sか"sメcα""Oオ〃#α"gmeatraitor: (AS､1.3.58)

6．3 ．Adv-V-S-V-O-Ov-s:Andasasuitorz(M

Igivehimthis. (Czes､2.3.12) ; s-v:Andthen z"g

z0j〃〃""el'youthecause,(I6id.3.1.181)

これは, Phrasalverb型のInversionのもつ，次の

二つの特徴によると思われる。 （1）例えばAdv-V-

S-C(O) に承られる，主語以下の不自然な結合が回

避される。 （2）本動詞が常に主語の後に置かれるので，

たとえ文要素がふえても，主語の認定は的確に行われ，

文意の不明瞭さを招かない。此等はたしかに, Phrasal

verb型の利点であるが，然し，それはこのタイプの
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ことを意味する。 Phrasalverb型式の転倒率が，

Simpleverb型のそれに比し，軒並承に増大する
註⑭

(Tablel参照）理由は，此処に存在するといわなけれ

ばならない。 （未完）

紙幅の都合上，以下は次号にまわし，章のみを掲げて

おく。

第6章文のリズム (Sentence-rhythm)と転倒率

第7章リズムの分類

第8章 リズム構成要素の結合形式と頻度数（率）

結び

Inversionの持つ中核的性格より， 自ずと導き出された

周辺的属性に過ぎない。というのは，前節で明らかにさ

れたように, Finiteverbとして用いられる動詞が，純

粋なる他動詞に接近する程転倒に反対する力が働くが

(Tablem, Ⅳ参照) , 同時に首位要素の索引力も依然

として作用する。こうした相反する傾向は，比較的軽い

意味の助動詞を主語の前に置き，真に重要な意味を担う

本動詞を主語の後に置くことによって， 「調和」され

る。先に述べた二つの特徴はこの「調和」の産物に過ぎ

ないからである。また,この「調和」ということは,本動

詞が｢如何なる｣種類のものでも，転倒語順が可能である

述語は動詞的である， 2.両者の占める位置， 3.主語であ

る名詞．代名詞と述語動詞の間にみられる人称(Person)

と数(Number)の対応の3つである。 2.の標識は，

Inversionでは，用いられないが, Adv-V-Sにおける

Sの認定は，大抵1.で可能である。C－V－SではVが

beで, 3.の適用が不可能なとき，残りの2つの要素の「

どちらが主語であるか」が問題となる時がある。然し

Jespersenのいうように, SはCより特殊化された概念

である, SとCとの外廷の差，その他で解決される。

(T"eP"osopbyofG"”"z",PP.150-4)

⑪例えば次のような場合である。…youmust[go]

awaytoFrance.(R2.5.1.54),Wewill [start)for

Ireland;…(16〃､2.1.217),Andthitherwilll (go]

straight…(C"s.3.2.270)

⑫Curmeは@ "Harry,"co""""g伽加0〃”α", "…," ,

but@ "George,'' s"ge%cJ""9d,"…” ’のような

quotation含む文において，主語と述語動詞の位置は重

い方が後にくる（釣"ｵα苑,P.348) といっている。従っ

て,S"jMs舵のような語順が比sajlsと同様繁頻に

用いられるのは，代名詞heが動詞saysより重いこと

になる。これは,伝統的語順の影響もあるが， saysの如

きはいづれにせよ，軽い動詞と見倣すべきであろう。

⑬H.Poutsma:AGγα加加αγQfL"eModeγ〃

E"g"S",Pt.1TheSentenceFirstHalf,P.396

⑭例外はComplementを首位要素とする場合である

が， このPhrasalverb型の転倒率が異常に低いのでは

なく (Object・AdverbialのPhrasalverb型の転倒率

との比較からそういえる), Simpleverbの場合が高い

と解すべきである｡何故ならSimpleverbの段階で,既

に定形動詞として, Form-word及びそれに近接せる動

詞が用いられているので, Phrasal verb型の転倒率が

それより高まる理由はないからである。

註

(1)フランツ著，斎藤静，山口秀夫，太田朗共訳『エイク

スピアの英語』§681b.

(2)Sodoesheのような文において，首位要素は，前後

の関係から,Objectのときもあるし， またAdverbial

の場合もある。この様な特殊なものは文脈で決定し，該

当タイプの一つと数えた。

(3)肋"S, メ加#g/We, so,"c.をCurmeはConjunction

(Acc"e"ce,P､74)に分類し,SweetはHalfConjunction

(N.E.G.9409)と呼ぶ。然し此処では，それらが副

詞的機能を持ちながら，意味上は同一文中の前の要素を

受けて，両要素を接続する関係が接続詞に類似するから

， 「接続副詞」 (Conjunctiveadverb) と呼び,副詞に

分類した。

(4)市河三喜編「英語学辞典」 , Form-wordの定義に従

った。

(5)H.Sweet:".E.G. ,Pt.1, 9246

(6)nonotionofany"c加犯upontheobjectremains,

whatispredicatedbeingmerelyastaticrelation

betweenthesubjectandobject.(O.E.D.,H"",B.

Signification)

(7)連鎖(TableM)のうち次の点が例外となる。

(1)Copulativeverb (73.3%)はForm-wordである

Copulabe(63.8%)より，転倒率は高く, (5)Passive-

lessverb(62.5%)は(1)Copulativeverb(73.3%)

に次ぐ。

(8)極端な場合を仮定すれば, O-S－V:NotAmurath

anAmurathsucceeds,(2H乳.5.2.48)をO－V－Sと

いう語順に変えるなら,SとOとの区別が不可能となる。

(9)A.WeStern箸,大塚高信訳『文のリズムと語の配置』

英語学ライブラリー(55) ,pp.8-9

m一般に，主語と述語の認定は1.主語は名詞的であり，
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